
個人研究費等の実態に関するアンケート（調査票） 
 

 

対 象：平成２７年度の科研費採択件数上位２００大学に所属する科研費応募資格者から

無作為抽出した研究者：２００機関×５０名＝１０，０００名。 

（ネットを通じ、研究者個人からの直接回答） 

 

   

このアンケートにおける「個人研究費」の定義 

所属機関から、当該研究者に対し、自由な研究活動の実施及び研究室等の運営のために支

給される資金（又は使用可能額として示されるもの）であって、科研費をはじめとする外

部資金ではない資金。また、その資金から「光熱水費」や「ジャーナル経費」など共通的

に控除される経費を除き、個人の裁量で使用できる資金。 

 

※各設問等は回答必須として作成。 

 

◆あなたの所属機関の属性情報について、次から１つ選択してください。 

○ 国立大学 

○ 公立大学 

○ 私立大学 

○ 大学共同利用機関法人 

○ その他  

 

◆あなたが所属している研究機関名を記入してください。 

 ※ （記入例）○○大学、△△県立大学など 

       （「国立大学法人」や「学校法人」等は省略してください。） 

   

 

 

◆あなたの現在の職位について、次から１つ選択してください。 

○ 教授 

○ 准教授 

○ 講師 

○ 助教 

○ 助手 

○ 上記以外（自由記述） 

 

 

◆あなたの現在の雇用形態について、次から１つ選択してください。 

○ 常勤（任期付含む） 

○ 常勤以外（雇用関係あり） 

○ 雇用関係なし 

 

◆あなたの専門分野について次の分野から最も近いものを１つ選択してください。 

○ 人文社会系 

○ 理工系 

○ 生物系 

○ 上記以外（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

資料３－２ 



◆あなたの研究形態について、実験系・非実験系の別（※）を次から１つ選択してくださ

い。 

 ※ 研究遂行のために研究機器を利用した実験が必要な場合には、「実験系」を選択してください。また、専門分野が

人文社会系であっても、フィールドワークなど研究経費を要する研究を行っている場合には、「実験系」を選択し

ても構いません。 

○ 実験系 

○ 非実験系 

  

 

◆あなたの所属研究機関における研究スペース（※）の有無について、次から１つ選択し 

てください。 

○ 個人で専有している 

○ グループで共有している 

○ なし 

※ 個人又は同一分野の研究者グループ（「講座」など）が、研究活動の実施のために占有するスペースであって、

最低限必要な設備・備品等が整備されているもの（他の自立した研究者の占有するスペースを借用するような

ケースは含まない）と定義します。 

 

◆あなたの研究代表者としての科研費採択経験の有無について、次から１つ選択してくだ 

さい。 

○ 現在採択中 

○ 過去に採択経験あり 

○ 採択経験なし 

 

 

 

＜設問＞ 

Ｑ１ あなたに対する「個人研究費」はどのように配分されていますか？次の選択肢から

１つ選択してください。 

 

ア 研究室等にまとめて配分されている 

イ 個人ごとに配分されている 

ウ 個人研究費は配分されていない 

 

 

Ｑ２ 平成２７年度にあなたが所属研究機関から配分を受けた「個人研究費」の年額につ

いて、次の選択肢から１つ選択してください。 

※  主観的な推定で結構です。また、例えば、研究室単位で措置される場合、本人分が不明確なときは人数による 

按分等に基づく試算で結構です。光熱水費やジャーナル経費など共通的に控除される経費を除いた手取り額に

ついて回答してください。 

 

   ア １０万円未満 

イ １０～３０万円未満 

ウ ３０～５０万円未満 

エ ５０～１００万円未満 

オ １００～２００万円未満 

カ ２００万円～３００万円 

キ ３００万円以上  

ク その他（わからない等） 

 

 

 



Ｑ３ あなたに対して配分される「個人研究費」の年額について、１０年前と比較してど

のように変化しましたか？ 次の選択肢から１つ選択してください。 

 

   ア 増えている 

イ 概ね同じ 

ウ 減っている（概ね５割未満の減） 

エ 大きく減っている（概ね 5割以上の減） 

オ その他（わからない等） 

 

 

Ｑ４ あなたのポスト（職位）は、１０年前と比較してどのように変化しましたか？次の

選択肢から１つ選択してください。 

 

   ア 上がった 

イ 変わらない 

ウ 下がった 

エ 比較できない 

オ 就職後１０年未満であるため回答できない 

カ その他（自由記述） 

 

 

Ｑ５ あなたに配分される「個人研究費」の規模が現在と変わらない場合に、今後の競争

的研究費の改革の方向性に関する次の①～⑧の項目について、あなたが思う重要度を

それぞれ１～５の５段階で選択してください。 

※⑤以降は科研費に限らず、競争的研究費全般に関する項目です。 

                                 重要度 

                            低       高 

        １－２－３－４－５ 

① 科研費の採択率目標３０％の達成・確保             ○ ○ ○ ○ ○ 

② 科研費の補助金研究種目の基金化              ○ ○ ○ ○ ○ 

③ 科研費の研究種目間の重複制限の緩和           ○ ○ ○ ○ ○ 

④ 科研費の大型研究種目から小型研究種目への資金シフト  ○ ○ ○ ○ ○ 

⑤ ボトムアップ型の研究費の予算増              ○ ○ ○ ○ ○ 

⑥ トップダウン型の研究費の予算増            ○ ○ ○ ○ ○ 

⑦ ＰＩとして独立しようとする研究者への支援強化    ○ ○ ○ ○ ○      

⑧ もっぱら若手研究者を対象とするプログラムの拡充  ○ ○ ○ ○ ○   

 

 

Ｑ６ 平成２８年度予算における政府の競争的資金は全体で４，１２０億円であり、この

うち、個人の自由な発想に基づく研究を助成する科研費の予算は約２，２７３億円と

なっていますが、こうした科研費の予算規模についてどう考えますか。次の選択肢か

ら１つ選択してください。 

 

ア 概ね適当 

イ 小さい（科研費の予算額又は割合を高めるべき） 

ウ 大きい（科研費の予算額又は割合を低くすべき） 

エ わからない（自由記述） 

 

○科研費制度やその他の研究費制度などに対して、御意見がありましたら御自由に記入し

てください。 

   

  


